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Zero Touch Secure Provisioning Kit使用上の注意点 

1 キットのバージョンについて 

オンラインマニュアル(http://microchipdeveloper.com/iot:ztpk)は、Zero Touch Secure Provisioning Kit 
(AT88CKECC-AWS-XSTK-B)のみに対応しています。末尾に「-B」のついていない Zero Touch Secure 

Provisioning Kit (AT88CKECC-AWS-XSTK)には対応していませんのでご注意ください。 

 

2 ソフトウェアおよびファームウェアの準備 

2.1 Zero Touch Secure Provisioning Kit Software Files を以下の URL からダウンロードする。 

http://www.microchip.com/developmenttools/productdetails.aspx?partno=at88ckecc-aws-xstk-b 

 
2.2 AWS Command Line Interface (CLI)のインストール 

インストール方法は以下の URL で説明されています。 

https://aws.amazon.com/cli/ 

Python コマンド pip を利用してインストールします 
コマンドプロンプトは、下図のように管理者権限で実行してください。 

このタブをクリック 

ここをクリックしてダウンロード 

http://microchipdeveloper.com/iot:ztpk
http://www.microchip.com/developmenttools/productdetails.aspx?partno=at88ckecc-aws-xstk-b
http://www.microchip.com/developmenttools/productdetails.aspx?partno=at88ckecc-aws-xstk-b
http://www.microchip.com/developmenttools/productdetails.aspx?partno=at88ckecc-aws-xstk-b
https://aws.amazon.com/cli/
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2.3 Python のインストール 

Python 3.6.x 以降を管理者権限でインストールします。この際、既定値のままとせず、オンラインマ

ニュアル(http://microchipdeveloper.com/iot:ztpk)に従ってインストールします。 
2.4 シリアルモニタソフトウェアのインストール 

ターゲットボードとの接続にはシリアルモニタソフトウェアを使います。インストール済みでない場合、

Teraterm や PuTTY 等のソフトを選んでインストールします。 
2.5 Visual C++ 2015 Build Tools のインストール 

Microsoft のウェブサイトからダウンロード、インストールします。 
2.6 Python Packages のインストール 

コマンドプロンプトは、下図のように管理者権限で実行してください。 

 

  

右クリックする 

“管理者として実行”を選択 

右クリックする 

“管理者として実行”を選択 

http://microchipdeveloper.com/iot:ztpk
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3 アマゾン ウェブ サービス(AWS)のアカウントの準備と各ツールの設

定 
3.1 一つのルートアカウントで複数のユーザ(AIM)を作成できます。ルートとユーザはオンラインマニュ

アル(http://microchipdeveloper.com/iot:ztpk)マニュアルに従って設定します。 

3.2 ユーザ(AIM)は所属するグループを設定(または新規作成)する必要があります。 

3.3 ユーザ設定最後のステップ (オンラインマニュアルの”The Add user - Step 4: Complete page is 

displayed”）でユーザの属性を収めた.csv ファイルをダウンロードして大切に保管してください。 

3.4 ルートアカウント設定が完了したら、ログアウトします。 

3.5 AIM アカウントのログインには、ダウンロードした.csv ファイルの“Console login link”列の URL 情

報を使います。 

3.6 role、Policy 等アマゾン側の設定、手順は、アマゾン側のバージョン更新によりオンラインマニュア

ルとは一致しない点があります。 

3.7 下図の赤い枠の部分は、オンラインマニュアルに従って全て確実に設定してください。 

 

4 実機デモ時の注意点 

4.1 USB ターゲットポートは Python コマンドによる設定用です。 

4.2 USB EDBGポートはSAMG55マイコン基板からのシリアルモニタソフトウェア(Teraterm等)へのデ

バッグ情報出力用です。 

4.3 全て正常動作した場合、シリアルポートから ERROR メッセージは出力されません。 

4.4 Wi-Fi 環境が変わらない限り、パワーサイクル後に kit_set_wifi.py と kit_provision.py を再度実行

する必要はありません。 

4.5 ボードを交換した場合、kit_provision.py のみ再度実行する必要があります。  

http://microchipdeveloper.com/iot:ztpk
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